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マ イ ク ロ ス ケー ル 実験によ るヘ ス の 法則の 検証実験とそ の 実践

一
吸熱 ・ 発熱を含む 反 応 を例 に
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1　 は じめに

　高校化学にお い て ，ヘ ス の 法則 の 検証実験は，

反応 熱 の 定量的な測定及 び エ ネ ル ギー
の 保存

の 観点か ら重要 な課題 で あ る。し か し，多数 の

教科書に記載 され て い る NaOH−HC1 系で は，発

熱反応の みで あ るた め ，
ヘ ス の 法則 の 検証実験

とし て ，
一

般性 に欠 ける 。　　　　　　　　 図 1

　すでに ，マ イク ロ ス ケ
ー

ル 実験に よ り 2 人 1

組の 個別 実験で ，物質 の 変化 に着目 し
， 反 応熱

を測定す る教材 の 開発を報告 した
1）

。 本研究

で は ， 物質の 変化に着 目す るだ けでな く ， 吸熱

反応 を含 め たヘ ス の 法則 を個別 実験 で 検証 す

る教材を開発 した。本発表で は ， 教材実験の 概

要 と高校生を対象 に し た授業実践を報告す る。

2　教材実験

（1 ）実験の 概 要及び試薬

　次の 実験      か らヘ ス の 法則 を検証 す る。

  NH4C1（s ）0．27g の 溶解 に伴 う反応熱 の 測定

  NH4Claq＋ NaOHaq （各 々 1m 。 1／L　5mL ） に

　伴 う反応熱 の 測定 （BTB 溶液 を滴下 ）

  NH4Cl（s）0，27　g 十 1mo　1／L　NaOHaq　5mL に伴 う

　反応熱 の 測定 （  と  の 反応熱 の 合計）

（2 ＞実験器 具

　観察が容易で断熱性の ある容器 と して
，
ふ た

付 きの PP 製の カ ッ プ （容量 20mL ）及 び 6 セ ル

プ レ
ー

トを用 い た （図 1 ＞
1 ）

。 反応 の 観察 と

同時に，温度変化 を捉 えるこ とが 可能である 。

　実験器具外観図

に観察で き，実験  で は BTB 溶液 の 色の 変化 に

よ り，化学反応 を視覚的に捉 え る こ とがで きた。

（3 ＞実験結果及び考察

　測定値 を表 1 に示す。計算

値は ， 文献値
2 ）よ り算出 した。

「実験  」 と 「  ＋  」 の 熱量

と の 比 較に よ り ，
ヘ ス の 法則

を検証す るこ とがで きた。

　また ，　NH4C1（s）の 溶解を明瞭

1 ：　 定　　び 計 　 　との 比

熱 量 ［kJユ 1回 目 2 回 目 3 回 目 平均値 計 算値

実験 
一
〇．084 一〇．087 一

〇．083 一
〇．085 一〇，0740

実験  00250 ，0320 ．0280 ．0280 ．0213

実験  一〇．055 一
〇．052 一

〇，048 一
〇．Q52 一〇．0527

  ＋  
一
〇 〇59 一

〇．055 一〇．055 一
〇．057 一

〇．0527

3　 授業実践

　京都府 立高校 2年生 2 ク ラ ス 計 85 名を対象

に 「ヘ ス の 法則の 検証実験」 を 100分授業で 行

っ た。詳細は発表で 報告す る。

4　 まとめ

　吸熱反応 を含 めた ヘ ス の 法則 を ， 個別実験で

検証 で きた。個別実験 と討論 を含む授業展 開 と

学習効果 にっ い て は 分析中で あ る 。
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